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　地域の暮らしを快適なものにするためには、住民同士の結びつき「地域社会」を形成することが重要です。

　地域社会形成には、コミュニティ会長・行政区長・公民館長が欠かせない役割を果たしています。

　ここでは、平成30年度コミュニティ会長・行政区長・公民館長を紹介します。

行政区名 コミュニティ会長 電話 行政区長 電話 公民館長 電話

高 田 １ 区 八重樫　壽　雄 八重樫　壽　雄

大　蔦　二　郎高 田 ２ 区 門　田　勝　利 門　田　勝　利

高 田 ３ 区 中　村　　　滋 中　村　　　滋

藤 沢 佐々木　德　興 佐々木　德　興 吉　田　彰　宏

西 徳 田 １ 区 吉　田　和　行 吉　田　和　行 和蛇田　正　則

西 徳 田 ２ 区 阿　部　剛　隆 阿　部　剛　隆 宮　　　一　夫

東 徳 田 １ 区 早　川　　　孝 平　井　　　武 佐　藤　智　博

東 徳 田 ２ 区 川　村　明　久 川　村　明　久 川　村　孝　夫

間 野 々 吉　田　英　友 吉　田　英　友 佐々木　久　信

土 橋 女　鹿　春　夫 細　川　光　悦 佐　藤　　　武

北 郡 山 小松原　　　正 小松原　　　正 金　子　友　幸

上 赤 林 前　澤　光　男 前　澤　光　男 藤　井　喜　一

下 赤 林 熊　谷　洋　司 熊　谷　洋　司 小笠原　富　雄

南 昌 髙　橋　壽　治 髙　橋　壽　治 橋　元　　　進

広 宮 沢 １ 区 村　松　幸　雄 村　松　和　也 川　村　友　美

広 宮 沢 ２ 区 村　松　昇　吉 村　松　昇　吉 成　田　栄　一

流通センター 中　川　輝　夫 澁　田　　　稔 佐々木　良　彦

城 内 山　﨑　幸　男 山　﨑　幸　男 山　崎　雪　夫

煙 山 村　松　隆　夫 髙　橋　康　志 立　花　常　喜

南 煙 山 沼　田　祐　次 佐々木　　　隆 後　藤　　　均

矢 次 藤　井　照　夫 藤　井　照　夫 佐　藤　賢　雄

下 北 畠　山　栄　二 川　村　和　男 藤　原　康　弘

新 田 １ 区 中　村　甲　六 中　村　甲　六 赤　丸　秀　雄

新 田 ２ 区 早　坂　公　吉 早　坂　公　吉 鷹　觜　　　司

矢 巾 １ 区 佐　藤　真　一 齋　藤　庄　司 藤　原　　　孝

矢 巾 ２ 区 中　坪　祐　二 中　坪　祐　二 佐々木　四士美

矢 巾 ３ 区 鈴　木　敏　之 本　宮　祐　司 佐　藤　邦　忠

南 矢 幅 １ 区 廣　田　徹　夫 廣　田　徹　夫 佐々木　光　憲

南 矢 幅 ２ 区 遠　藤　信　義 遠　藤　信　義 河　邊　正　博

南 矢 幅 ３ 区 花　立　則　昭 花　立　則　昭 飯　原　廣　美

南 矢 幅 ４ 区 高　橋　征　知 高　橋　征　知 佐々木　三　夫

南 矢 幅 ５ 区 上川原　幸　男 南　幅　浩　一 千　葉　裕　子

南 矢 幅 ６ 区 中　田　保　夫 中　田　保　夫 大　塚　健　一

南 矢 幅 ７ 区 小　田　道　男 小　田　道　男 和　泉　正　幸

和 味 高　橋　政　勝 山　本　修　一 高　橋　　　尚

舘 前 大　坊　和　夫 大　坊　和　夫 髙　橋　　　亨

桜 屋 佐々木　和　博 佐々木　和　博 大　坊　一　男

岩 清 水 細　川　　　章 藤　原　清　見 鷹　觜　重　雄

室 岡 村　松　正　夫 室　岡　良　春 小　林　公　弥

太 田 秋　篠　孝　一 佐々木　雄　一 菅　原　安　一

白 沢 廣　田　　　清 村　松　德志郎 藤　原　洋　一

※この名簿は、町民の皆さんと各コミュニティ・行政区との連絡に使っていただくため、関係機関の許可を

得て掲載しています。それ以外の用途に使用しないようお願いします。
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平成30年度　水道事業会計予算のあらまし

収益的収支

支出

～水道水をお届けするための予算～

資本的収支

～水道施設をつくるための予算～

収入　7 億 5,596 万円

支出　5 億 3,801 万円

収入　12 億 8,178 万円

支出　17 億 7,641 万円

　水道水を各世帯や事業所に送るための経
費とその財源です。
　矢巾町の水源である井戸からくみ上げた
水を浄化する経費や、町内の配水管を維持
管理する経費が含まれます。

　浄水場や、配水管の耐震化を進める経費
や、これらを整備するために借り入れた資
金の返済に関する経費とその財源です。経
費は国などからの借入金で賄うほか、不足
分は内部で留保、積立していた資金を取り
崩して補てんします。

収入収入 支出

平成30年度の主要事業

水道事業会計について詳しくは、役場上下水道課経営係（☎ 611-2561）へ。

　安定的に水を供給するため

に新しく配水場を建設します。

配水場建設事業
8億500万円

浄水場修繕事業
7,300万円

中央監視設備更新事業
1億円

　安心・安全な水をお届けす

るため、定期的に浄水場の修

繕を行います。

　浄水場の運転状況を確認で

きるように設備を更新をしま

す。

【平成30年度矢巾町水道事業の概要】

●給水戸数（水道により給水を受けている世帯数） 10,720戸

●年間配水量（1年間に浄水場から送り出す水の総量） 2,813,055㎡

●1日平均配水量（年間配水量を年間日数で割った水量） 7,707㎡

水道料金

69,073

長期前受金戻入　3,993

その他

1,944

支払利息等

4,833

配水管維持管理費

6,242

事務費等　11,207

浄水場維持管理費　11,015

減価償却費等

18,560

（単位：万円）

その他　397

受取金利息等　480

他会計負担金　1,653

（単位：万円）

当年度利益

21,795
企業債

100,000

企業債償還金

15,319

配水管更新費

60,351

配水場建設費

90,506

補てん財源

49,463

他会計負担金　7,593

工事負担金

5,110

国庫補助金

15,475

設備更新費

11,465

※お知らせ※
「やはば文芸の森」は紙面の都合上、お休みさせていただきます。


